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能
楽
公
演
が
、
定
例
公
演
、
普
及
公
演
、
狂
言
の
会
r

特
別
公
演
f

能

楽
鑑
賞
教
室
ほ
か
種
々
の
形
で
毎
月
開
催
さ
れ
r

世
界
的
に
も
高
く
評

能
楽
堂
の
事
業
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
公
開
事
業
と
し
て

ヶ
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口

こ
の
能
楽
堂
は
昭
和
三
一
年
文
化
財
保
護
委
員
会
（
現
文
化
庁
）
に
設

置
さ
れ
た
国
立
劇
楊
設
立
準
備
協
議
会
が
同
一
二
四
年
に
答
申
し
た
必
要

な
四
施
設
の
一
つ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
r

昭
和
四
一
年
闘
場
の

現
国
立
劇
場
の
設
立
時
に
は
敷
地
等
の
関
係
で
見
送
ら
れ
、
そ
の
後
能

楽
関
係
者
等
か
ら
の
強
い
要
望
を
受
け
て
昭
和
五
一
年
文
化
庁
に
国
立

能
楽
堂
設
立
準
備
調
査
会
が
発
足
し
、
基
本
構
想
の
策
定
f

基
本
設

計
、
実
施
設
計
と
進
め
ら
れ
て
同
五
五
年
に
起
工
式
が
行
わ
れ
、
総
工

費
四
五
億
九
千
万
円
を
要
し
て
昨
年
八
月
竣
工
し
た
。
同
九
月
一
五
日

に
は
文
部
大
臣
、
衆
参
両
院
の
文
教
委
員
会
委
員
長
は
じ
め
来
賓
多
数

の
出
席
の
悲
と
に
開
場
記
念
式
典
が
行
わ
れ
r

観
世
。
宝
生
・
喜
多
三

流
の
宗
家
に
よ
っ
て
「
弓
矢
立
合
」
が
舞
わ
れ
た
。
そ
の
後
開
場
記
念

能
が
＝
―
-
日
間
f

日
賀
寿
能
が
―
―
一
日
間
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
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乱
一

一
隋
に
能
舞
台
、
客
席
（
五
九
一
席
）
、

ロ
ビ
ー
、
楽
屋
な
ど
の
上
演
関
係
施
設
、
展
示
室
f

食
堂
、
事
務
室
な

ど
が
あ
り
f

二
陛
に
伝
承
者
養
成
事
業
関
係
の
研
修
能
舞
台
f

↓
大
譜
義

窒
研
修
室
、
稽
古
室
な
ど
が
あ
り
、
地
陪
に
面
、
装
束
、
作
り
物
な

ど
の
収
蔵
庫
、
図
書
の
収
蔵
賑
及
び
閲
覧
室
な
ど
が
あ
る
。

国
立
文
楽
劇
場
の
開
場

国
立
文
楽
劇
楊
は
建
物
が
す
で
に
大
阪
市
南
区
日
本
橋
一
丁
目
一

二
番
一

0
号
に
出
来
上
っ
て
お
り
（
地
上
五
階
、
地
下
二
階
、
総
工
費
六
六

億
七
千
万
円
）
r

開
場
準
備
の
業
務
な
ど
が
始
ま
っ
て
い
る
。
三
月
―

-
0

な
お
主
な
腕
設
と
し
て
は

の
事
業
も
進
め
ら
れ
る
。

料
の
収
集
整
理
と
保
存
、

開
催
等
の
普
及
事
業
屯
行
わ
れ
、
能
楽
の
調
査
研
究
、

各
種
用
具
、
資

舞
台
で
の
上
演
を
主
と
し
た
記
録
作
成
な
ど

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
各
種
能
楽
資
料
の
展
示
、
能
楽
詣
座
の

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

五
九
年
度
か
ら
一
般
公
募
の
新
人
研
修
の
開
始

っ
て
い
る
。

者
雌
を
来
し
て
い
る
ヮ
キ
方
、

繋
子
方
、
狂
言
方
の
三
役
の
養
成
事
業

し
い
能
蒻
台
に
て
能
楽
公
演
が
昨
年
九
月
以
来
始
ま
っ
て
お
り
、
能

面
、
能
装
束
、

文
献
資
料
ほ
か
の
資
料
展
示
怠
常
時
見
学
が
可
能
と
な

て
い
る
。
伝
承
者
養
成
事
業
は

シ
テ
方
に
比
し
人
数
が
少
な
く
後
継

こ
と

水
準
の
高
い
催
会
と
す
る
こ
と
な
ど
を
主
眼
と
し
て
進
め
ら
れ

を
加
味
し
た
落
ち
つ
い
た
た
た
ず
ま
い
の
建
物
の
中
で
、
木
の
香
も
新
価
さ
れ
て
い
る
能
楽
芸
の
真
髄
を
よ
り
広
く
一
般
に
鑑
賞
し
て
も
ら
う

文
楽
、
歌
舞
伎
そ
れ
ぞ
れ
の
劇
掲
苑
設
が
出
そ
る
っ
た
こ
と
に
な
り
、

地
一
号
に
完
成
し
て
お
り
r

地
上
二
階
地
下
l

階
r

和
風
の
建
築
様
式

文
楽
劇
場
の
開
場
に
よ
っ
て
わ
が
国
の
三
大
伝
統
芸
能
で
あ
る
能
楽
、

国
立
能
楽
堂
は

で
に
東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目
一
八
番

立
劇
場
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
定
の
で
あ
る
。

J

の
た
び
の
能
楽
堂
、

振
興
す
る
た
め
の
胞
殷
で
あ
り
、
国
立
劇
場
法
に
基
づ
く
特
殊
法
人
国

国
立
能
楽
堂
の
開
場

た
め
の
国
立
演
芸
場
（
昭
和
五
四
年
開
揚
）
と
と
も
に
伝
統
芸
能
保
存
を

こ
と
と
な
っ
た
。

の
匡
立
劇
場
（
昭
和
四
一
年
開
場
）
及
び
落
語
、

漫
才
ほ
か
大
衆
芸
能
の

こ
れ
ら
の
劇
場
を
拠
点
に
以
前
に
も
増
し
て
充
実
し
た
形
で
行
わ
れ
る

る
が

こ
れ
は
す
で
に
東
京
に
設
亡
さ
れ
て
い
る
歌
舞
佼
な
ど
の
た
め

能
楽
と
文
楽
の
國
立
の
劇
場
脆
設
が
東
西
に
開
楊
と
な
っ
た
わ
け
で
あ

て
大
阪
で
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
伝
統
芸
能
各
般
の
保
存
振
巽
苑
策
は

重
要
無
形
文
化
財
、

重
要
無
形

二
0
日
に
は
大
阪
に
国
立
文
楽
劇
楊
が
開
楊
ず
る
。

ほ
ぽ
同
じ
時
期
に

邦
舞
、

太
衆
芸
能
f

民
俗
芸
能
な
ど
の
公
開
が
上
方
の
も
の
を
主
に
し

昨
年
九
月
一
五
日
に
は
東
京
に
国
立
能
楽
堂
が
開
場
し

-
9
i

食
解

本
年
＝
l

月

東
京
の
国
立
劇
場
で
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
雅
楽
、

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
無
形
文
化
民
俗
文
化
課

国
立
能
楽
堂
と
国
立
文
瑯
フに

場
の
開
場

邦楽、
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日
に
開
場
記
念
行
事
を
行
尺
四
月
六
日
か
ら
こ
け
ら
落
し
の
文
楽
公

演
（
「
義
経
千
本
桜
」
）
が
行
わ
れ
る
。
一
説
で
は
本
年
は
初
代
竹
本
義
太

夫
が
大
阪
道
頓
堀
に
竹
本
座
を
興
し
て
か
ら
丁
度
一
―

-
0
0年
に
あ
た
る

と
い
わ
れ
、
当
文
楽
劇
楊
は
道
頓
塚
に
筏
ど
近
い
人
形
浄
瑠
璃
ゆ
か
り

の
地
に
r

し
か
も
人
形
浄
瑠
璃
の
歴
史
上
区
切
り
と
な
る
時
期
に
設
立

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

文
楽
は
、
従
来
民
間
の
興
行
会
社
の
手
に
よ
っ
て
興
行
さ
れ
て
い
た

が
、
経
営
が
困
離
と
な
っ
た
た
辺
昭
和
三
八
年
に
財
団
法
人
文
楽
協

会
が
設
立
さ
れ
、
国
、
大
阪
府
r

大
阪
市
、

N
H
K
の
授
助
の
も
と
に

運
営
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
文
楽
の
上
演
に
は
多
く
の
人
数
を
要
し
、

こ
の
一
方
人
形
芝
居
で
あ
る
た
め
客
席
数
の
多
い
大
劇
楊
に
は
適
さ
な

い
と
い
う
性
格
か
ら
興
行
収
益
が
上
が
ら
ず
f

さ
ら
に
人
々
の
趣
味
嗜

好
の
多
様
化
か
ら
文
楽
の
愛
好
家
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
民
間

経
営
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
は
種
々
の
問
題
が
生
じ
て
き
た
。
ま
た
太

夫
等
の
技
芸
員
の
大
部
分
が
京
阪
神
に
在
住
し
て
お
り
、

ま
た
義
太
夫

節
は
大
阪
こ
と
ば
を
基
本
と
し
て
い
る
た
め
に
、
後
継
者
の
養
成
を
東

京
で
行
う
こ
と
に
応
問
題
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
昭
和
四

九
年
、
文
楽
関
係
者
、
大
阪
府
、
大
阪
市
、
大
阪
財
界
か
ら
地
元
に
国

立
文
楽
劇
楊
を
設
立
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
f

昭
和
五
二
年
文

当
劇
場
の
事
業
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
公
開
事
業
は
、
文
楽
の
本
公
演
、
若
手
文
楽
公
演
、
文
楽
鑑
賞
教

室
な
ど
の
ほ
か
r

上
方
歌
舞
伎
、
上
方
舞
f

上
方
落
語
等
の
上
方
芸
能

を
中
心
に
し
た
種
々
の
公
演
も
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
昭
和
四
七
年

か
ら
東
京
の
国
立
劇
場
で
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
後
継
者
養
成
の
た
め

の
文
楽
研
修
事
業
を
引
き
継
し
で
行
う
。
ま
た
文
献
、
図
書
そ
の
他
文

楽
を
中
心
に
上
方
芸
能
の
資
料
を
闘
査
研
究
し
、
収
集
保
存
す
る
と
と

も
に
展
示
、
閲
覧
し
て
一
般
の
利
用
に
供
し
、
上
演
芸
能
の
記
録
も
作

成
し
て
い
く
。
ま
た
伝
統
芸
能
詣
座
の
開
催
、
印
刷
物
の
刊
行
な
ど
の

普
及
事
業
急
進
め
る
。

劇
場
施
設
の
主
な
も
の
は
、

貪
客
席
？
七
五
三
席
y
楽
屋
な
ど
の
上
演
開
係
徳
設
、
一
二
階
に
小
ホ

ー
ル
（
総
合
稽
古
室
）
、

各
室
r

図
書
閲
覧
室
r

人
形
床
山
r

小
道
具
、
衣
裳
の

閂
五
階
に
は
伝
承
者
養
成
関
係
の
研
修
室
r

講
義
室
が
あ

り
、
事
務
室
は
五
階
に
あ
る
。

式
が
行
わ
れ
た
。

一
階
に
展
示
室
、

食
棠
f

化
庁
に
国
立
文
楽
劇
場
設
立
準
備
調
査
会
が
発
足
し
た
。
そ
の
後
同
調

査
会
に
よ
り
文
楽
劇
場
の
基
本
構
想
が
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
に
基
づ

き
、
基
本
設
計
、
実
旋
設
計
が
順
次
進
め
ら
れ
r

五
六
年
四
月
に
起
工

二
階
に
舞
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Jヽ
し

文
教
施
策
の
進
展

初
等
中
等
教
育

高
等
敦
育

私

学

社

会

体
育
。
ス
ポ
ー
ツ

文

化

学
術
研
究

国
際
交
流
:
協
力

基
礎
資
料

概

観
特
集

ー

＇

ー

号

目

▽
文
化
財
や
地
域
の
歴
史
の
学
習
は
、
学
校

教
育
、
公
民
館
そ
の
他
の
社
会
敦
育
施
殺
の

亭
業
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
楓
会
場
を
選
し

て
行
わ
れ
て
い
る
が
r

中
で
も
文
化
財
等
の

収
集
、
保
管
、
展
示
等
を
行
っ
て
い
る
博
物

館
の
役
割
は
大
き
い
。
従
来
の
博
物
誼
は
展

示
物
を
見
る
だ
け
の
場
で
あ
っ
た
が
、
触
虹

て
動
か
せ
る

n
]
'
ア
ー
の
エ
・
天
や

0
0謡

座
、
敦
室
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
r

自
ら
が
能
動

的
に
学
習
す
る
場
に
な
り
つ
つ
あ
る
c

I>
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
り
、
国
や
県

な
ど
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
だ
け
て
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
日
常
見
落
と
し
が

ち
な
、
そ
れ
こ
そ
路
傍
の
石
仏
か
ら
地
名
あ

る
い
は
古
老
の
括
、
伝
説
な
ど
に
も
目
を
向

け
て
み
る
こ
と
も
P

先
人
の
築
い
た
文
化
を

涯
解
す
る
の
に
肝
要
で
あ
る
。

▽
千
葉
限
佐
倉
市
の
我
が
国
唯
一
の
国
立
の

歴
史
博
物
館
で
あ
る
”
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
＂
が
開
舘
し
て
や
が
て
一
年
に
な
る
。
単

に
社
会
敦
育
的
な
博
物
誼
と
い
う
使
命
だ
け

で
な
く
、
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て

学
術
研
究
を
行
り
使
命
も
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
r

ギ
名
古
学
や
民
俗
学
等
の
最
新
の
研
究

成
果
を
展
示
に
と
り
入
れ
て
い
る
。
展
示
も

概
説
的
な
も
の
で
な
＼
昔
か
ら
の
日
本
人

の
生
活
の
姿
に
つ
い
て
各
時
代
時
代
に
密
着

し
た
問
題
を
個
別
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
の

で
、
入
館
者
各
自
が
そ
の
人
な
り
に
日
本
の

歴
史
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る
C

（
企
画
室
）
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